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1. 整 合 相 , 不 整合 相 を もつ 強 誘 電 体 の誘 電 的性 質

池 田 義 人

常誘電相から不整合相を経て整合相 (強誘電相 )-逐次転移する硫安系強誘電体 Rb2ZnC14,

K2ZnCl｡ の誘電的性質を調べた｡自発分極は焦電荷 と超低周波 D-E履歴曲線の測定によっ

て求めた｡誘電率は試料に-定電圧を印加 したとき試料に流れる電流をロックイン増幅器で測

定することによって求めた｡常誘電相かう不整合相-の転移に際 して,誘電率はゆるやかな極

大を示す｡比熱のピークより求めた転移点は誘電率の極大となる温度より約 10℃ 下である｡

不整合相から整合相-の転移点で誘電率は鋭いピークを示す｡自発分極は不連続的に発生する｡

この転移は特徴ある熱履歴を示すが,その原因は, discommensurationが結晶中の不純物にピ

ン止めされて,その速やかな拡散が妨げられるためと考えている｡

2. 70znにおけるEO遷移

一 丸 浩 三

electricmonopoletransitionの遷移行列要素を求めることは,核構造を調べる上で有用であ
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